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【目的】

現在のホッケー競技では、ペナルティーコーナー（以

下ＰＣ）と呼ばれるセットプレイが得点シーンの多く

を占めている。そして、ＰＣはホッケー特有のセット

プレイであり、勝負を大きく左右するものである。し

かし、ホッケー競技自体がマイナースポーツの枠組み

に入っているために知名度が低く、競技人口も少ない。

そのためこれまでに戦術的、技術的な研究がほとんど

なされていないというのが現状である。

本論文ではホッケー競技の中で最も得点・失点確率

の高いＰＣに焦点をあて、分析を行う。

本研究の目的は、ＰＣに関する基礎的データの収集、

本質的特徴、現在の傾向を明らかにすること。そして、

ホッケー競技のさらなる発展につなげることである。

【対象・方法】

研究対象は、２００７年度から２０１０年に行われ

た早稲田大学ホッケー部と他チームとで行われた、前

後半合わせて７０分の試合２０本のビデオである。ビ

デオ内のＰＣが実施された時点で、実施された時間帯、

ＰＣの契機、攻撃パターン、守備の形態を記録する。

これらの相互の関係を比較しＰＣの傾向を分析する。

・ＰＣの出現数と時間帯

２０本の試合の中でＰＣが実施された本数をカウント

する。ＰＣ実施中にもう一度サークル内で反則が起き

て審判がＰＣと判断した場合、最初に実施したＰＣを

１本目とカウントし、次に実施したＰＣを２本目とカ

ウントした。

・ＰＣの平均実施率

１試合におけるＰＣの平均実施率を求める。早稲田大

学と他チームの合計の平均値と、早稲田大学と他チー

ム単体での平均値を同時に求める。

・ＰＣの総数と成功率

ＰＣの本数の合計を求めて、それらを成功と失敗に分

類し、ＰＣの総数と成功数から成功率を導く。ＰＣが

開始されてからプレイが途切れるまではＰＣの実施時

間とし、たとえ攻撃側のＰＣ手順中にミスが生じたと

しても、そのＰＣ実施中にゴールした場合はＰＣにお

ける成功（手順崩れからのゴール）とカウントする。

・ＰＣの契機となる反則の種類

ＰＣの契機となる反則の種類とそれぞれの本数をカウ

ントする。反則の種類は以下のように分類した。「サー

クル内の反則」キック：足でボールを扱うこと。アッ

プ：ボールが空中に浮くこと。インターフェア：ステ

ィックを使って相手のスティックをたたくこと。キー

パーボールロスト：キーパーの防具を使って、ボール

を覆うこと。「サークル外の反則」２３メートル以内フ

ァウル：２３メートル以内で守備側の選手がファウル

をして、それがＰＣになること。

・ＰＣの攻撃パターン：ＰＣの攻撃パターンを調べて、

カウントする。そして、パターン別に簡易図を作成す

る。

・ＰＣの守備パターン：それぞれの守備パターンを以

下のように位置付けてカウントする。そして、パター

ン別に簡易図を作成する。

１枚出：守備側の選手の１人が第１シューターと第２

シューターに向かってディフェンスをする。他の選手

はメインシューター以外のバリエーションを警戒する

形で守備位置につく。

２枚出：守備側の選手の１人が第１シューター、もう

１人が第３シューターに向かってディフェンスをする。

特に１枚出の守備の陣形と異なる点は、別の守備の選

手が第３シューターである選手に向かってディフェン

スをすること。

・それぞれの攻撃パターンと守備パターンの相性

ＰＣ全体で得点に至った攻撃パターンを記録する。攻

撃が成功したときの守備のパターンを調べて、その傾

向と特徴を分析する。

【結果】

ＰＣの出現数は１４５本であった。ＰＣ実施の時間

帯に特徴はなかった。早稲田大学、他チームともＰＣ

の平均実施率に対する成功率が低かった。ＰＣの攻撃

パターンは全１１種類であり、守備パターンは全２種

類であった。ＰＣの攻撃パターンのなかでメインシュ

ートの出現率が多かった。守備パターンでは１枚出の

使用回数が多かった。攻撃パターンと守備パターンの

相性では攻撃側がパントを成功させたときの守備パタ

ーンが全て１枚出であった。

【考察・まとめ】

ＰＣは、ＰＣの契機、そしてＰＣの実施時において

攻撃側と守備側のパターンの相互の関係性によって成

り立っているものだとわかった。それぞれが相手の強

み弱みを把握したうえでＰＣを実施すると攻撃が成功

しやすくなる、または守備で攻撃を阻止することが可

能になるのではないかと考えられる。今後のＰＣの練

習においてもその重要性を考え、存分に時間を使って

チームの強みを押さえ、弱点を克服していく必要があ

るということがわかった。


